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1．研究背景 

 我々は、小型で高感度のリング光共振を用い

たバイオセンサーを研究している[1,2]。検出

感度向上のために同相ノイズキャンセル、温度

変化に強い、差動検出を利用した図１のバイオ

センサーを提案している[2]。これを用いてシ

ョ糖での検出実験を行った。 

2．実験方法 

 試料をリングに流すために MEMS 技術を用

いて流路を作製した。位相シフタ周辺に SiO2

膜を堆積させ、厚膜レジスト SU-8 を露光し流

路を作製した。その上に Polydimethylsiloxane 

(PDMS)を被覆させチューブを接続し、試料液

を流路に沿って流すことで測定を行う。サンプ

ル模式図、SEM 画像を図 2 に示す。ショ糖濃

度を 1×10
-4

 g/ml から 1×10
-1

 g/ml まで 変化さ

せた。 

3．実験結果、考察、まとめ 

 実験結果を図 3(a)に示す。実測から濃度別の

光出力積分強度を計算し、シミュレーションと

の比較を行った結果を図 3(b)に示す。これより

ショ糖濃度 1×10
-2

 g/ml の検出に成功したとい

える。同じ波長シフトを与えるショ糖濃度と、

前立腺癌のバイオマーカーである Prostate 

Specific Antigen(PSA)濃度の関係性を調べた結

果、PSA 濃度に換算すると 1×10
-9

 g/ml を検出

できたこととなり、実用化に必要な感度を満た

している。 

 

図 1. 差動 Si リング光共振器センサー概略図 

 

(a)平面図     (b)断面図     (c)SEM 画像 

図 2. サンプル構造 

 

(a)実測スペクトル (b)シミュレーション比較 

図 3. ショ糖検出結果 
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